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 要 旨   

 

背景：本研究の目的は、アルコール摂取と細菌感染リスクとの関連、およびその用量反応関係を検

討することである。 

  

方法：Swedish Mammography Cohortおよび Cohort of Swedish Menの参加者のうち、1997年に

生活習慣に関するアンケートに回答し、その後追跡した者を本研究の対象とした。飲酒による感染

症の発症、集中治療室（ICU）入室、および感染症による死亡リスクを Cox回帰を用いて評価した。 

 

結果：23 年間追跡した 58,078 人のコホート参加者のうち、23,035 人が感染症と診断され、4,030

人が感染症で死亡した。アルコール摂取は、感染症の発症および感染症による死亡リスクと J 字型

の関連を示した。すなわち、アルコール 5-10g/日の飲酒群と比較して、0.5g/日未満および 30g/日以

上の飲酒群において、感染症の発症、ICU入室および感染症による死亡リスクが高かった。 

 

結論：非常に少ない量の飲酒者と非常に多い量の飲酒者において、感染症発症、ICU 入室および感

染による死亡リスクが高かった。飲酒量を減らすことが細菌感染による死亡率を低下させる可能性

が示唆される。 

 

 

 


